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高等学校等において、先進的な理数教育を実践することにより、将来の国際的な科学技術関係人材の育成を推進する。

高等学校等において、先進的な理数教育を実施するとともに、高大接続の在り方について大学との共同研究や、国際性を育むた

 
めの取組を推進する。また、創造性、独創性を高める指導方法、教材等の開発等の取組を実施する。
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ＳＳＨ連携対象大学研究機関・民間企業等

学校の指定（５年間）

指導・助言・評価

指導・助言・評価

・ＳＳＨの研究開発についての各種経費支

 

援（備品・消耗品、講師謝金、交通費等の

 

経費執行事務）
・ＳＳＨ事業の具体的な取組や評価の在り

 

方について検討・実施
・ＳＳＨ連携協議会/生徒研究発表会の開催

・ＳＳＨの成果の普及
・その他、ＳＳＨの活動への支援

 

等

科学技術振興機構（ＪＳＴ） スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）

ＳＳＨ企画評価会議

文 部 科 学 省 管 理 機 関
（教育委員会、学校法人、国立大学法人）

ＳＳＨ運営への参画、長期の共同研究を行うことを通し、高等学校段階

 

の教育成果の評価の知見を蓄積

高大接続の改善

ＳＳＨ校活動への参加・支援、長期共同研究等を通し、

・高等学校及び大学における理数教育の改善/充実

・高校生の理数系能力の伸長

・ＳＳＨプログラムの評価や知見の蓄積に関する研究

 

等

大学側もＳＳＨ事業に積極的に参画

・観察・実験等を通じた体験的学習、問題解決的な学習、課題学習の推進
・理科、数学教育の重視
・大学、研究機関、民間企業等との連携方策の研究
・国際性を育てるために必要な語学力の強化（英語での理数授業、講義、プレゼン

 

テーション演習等）
・創造性、独創性を高める指導方法の研究等
・国際的な科学技術、理数系コンテストへの積極的な参加

 

等

約１００校

ＳＳＨとの連携に関して支援・協力

◆「異」との交流（海外の理数学習重点校との国際交流）

国際理解・感覚を深め卓越した科学技術関係人材を育成

◆発展的・全国的な研究連携（SSHコンソーシアム）

複数校連携による、実践的・創造的な研究機会設定。永続的な研究体制の

 
構築及び定着と全国規模の研究交流

◆指定校・教員間連携

取組紹介、情報交換、手法普及等、交流促進によるSSH活動の活性化

海外の理数学習重点校

ＳＳＨ

ＳＳＨ ＳＳＨ

連携

発展的な連携活動機会の設定

連携 連携連携

＜拡充＞

S S H 活 動 の 質 を 向 上
[６０百万円]


